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主　　催

後　　援

趣　　旨

テーマ 「地域包括ケア時代の病院運営

～連携と協働で輝く病院をめざして～」

令和４年１０月１日（土） 　午後１時

一般社団法人　秋田県病院協会

秋田県、（一社）秋田県医師会、（一社）秋田県歯科医師会、

（一社）秋田県薬剤師会、（公社）秋田県看護協会、（一社）日本病院会、

（公社）全日本病院協会秋田県支部、（公社）日本精神科病院協会秋田県支部、

（一社）日本医療法人協会秋田県支部、（公社）全国自治体病院協議会秋田県支部、

秋田魁新報社、NHK秋田放送局、ABS秋田放送、AKT秋田テレビ、

AAB秋田朝日放送

秋田キャッスルホテル（４階）　放光の間
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　少子高齢化、人口減少がいち早く進む秋田県では「治す医療」から「治し、支え、寄り添

う医療」への転換の必要が増し、保健・医療・介護・福祉の連携（多職種連携）を含めた地域

包括ケアシステムの構築と推進が喫緊の課題である。また今後現役世代の減少により医療や

介護の担い手が不足することも予想されている。

　そのような状況の中で秋田県内の病院は地域包括ケアシステムの枠組みの中でどのような

立ち位置と方向性で病院運営を行っていくのかを早急に検討する必要があると考える。

　2025年が目前に迫り、2040年も視野に入ってきた今、各地域において病院はどのような

役割を担いどのように他院と連携するのか、また病院は保健（予防）や介護・福祉とどのよう

に連携していくのかなどについて今後の担い手育成の観点も含め地域包括ケアの視点から議

論を深めたい。



プログラム

日　　程

12：30　　受　　付

13：00　　開　　会

総 合 司 会　 （一社）秋田県病院協会　副会長　鈴　木　敏　文

主催者挨拶　 （一社）秋田県病院協会　会　長　小棚木　　　均

13：10　　優良職員表彰

13：25　　パネルディスカッション

　　　　　　　テーマ 「地域包括ケア時代の病院運営

～連携と協働で輝く病院をめざして～」

　　　　　　　　コーディネーター

（一社）秋田県病院協会　　副 会 長　　小　野　　　剛

（市立大森病院長）

　　　　　　　 ［基調講演：コーディネーターより］

　　　 　（仮題）「地域包括ケアで輝く病院をめざして」

　　　　　　　　パネリスト

　　　　　　　　　１．大曲厚生医療センター

　　　　　　　　　　　　　　　　医療福祉相談室　ＭＳＷ　佐々木　沙　織

　　　　　　　　　２．御 　 野 　 場 　 病 　 院　理事長　皆　河　崇　志

　　　　　　　　　３．能 代 山 本 医 師 会 病 院　院　長　加　藤　裕治郎

　　　　　　　　　４．第一病院訪問看護ステーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理者　岡　部　留　美

　　　　　　　　　５．横手興生病院　医療相談室　主　任　鎌　田　博　実

16：00　　閉　　会


